
（
二
〇
二
〇
年
度
一
般
入
試
Ｂ
問
題
） 

 
国
語
問
題
（
六
〇
分
）（
こ
の
問
題
冊
子
は
九
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。） 

 

受
験
に
つ
い
て
の
注
意 

 

一
、 

監
督
の
指
示
が
あ
る
ま
で
、
問
題
を
開
い
て
は
な
ら
な
い
。 

二
、 

携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
電
源
は
切
る
こ
と
。 

三
、 

時
計
に
組
み
込
ま
れ
た
ア
ラ
ー
ム
機
能
、
計
算
機
能
、
辞
書
機
能
な
ど
を
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。 

四
、 

試
験
開
始
前
に
、
監
督
か
ら
指
示
が
あ
っ
た
ら
、
解
答
用
紙
の
受
験
番
号
欄
の
番
号
が
自
分
の
受
験
番
号
か
ど
う
か
を
確
認
し
、
氏
名
を
記
入
す
る
こ
と
。 

五
、 

解
答
用
紙
は
三
枚
あ
る
。
解
答
は
解
答
欄
に
記
入
し
、
そ
の
他
の
部
分
に
何
も
書
い
て
は
な
ら
な
い
。 

六
、 

監
督
か
ら
試
験
開
始
の
合
図
が
あ
っ
た
ら
、
こ
の
問
題
の
冊
子
が
、
上
に
記
し
た
ペ
ー
ジ
数
通
り
そ
ろ
っ
て
い
る
か
ど
う
か
確
か
め
る
こ
と
。 

七
、 

筆
記
具
は
、
Ｈ
、
Ｆ
、
Ｈ
Ｂ
の
黒
鉛
筆
ま
た
は
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
に
限
る
。
万
年
筆
や
ボ
ー
ル
ペ
ン
な
ど
を
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。
訂
正
す
る
場
合
は
、
消
し
ゴ
ム

で
丁
寧
に
消
す
こ
と
。
消
し
く
ず
は
き
れ
い
に
取
り
除
く
こ
と
。 

八
、 

解
答
用
紙
を
折
り
曲
げ
た
り
、
破
っ
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
。 

九
、 

試
験
時
間
中
に
退
場
し
て
は
な
ら
な
い
。 

十
、 

問
題
冊
子
と
解
答
用
紙
を
持
ち
帰
っ
て
は
な
ら
な
い
。 

以
上 



1 

 

以
下
の
文
章
を
読
み
、
設
問
に
答
え
な
さ
い
。 

  

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
い
う
言
葉
は
、
ど
ち
ら
も
こ
こ
数
年
の
間
に
外
来
語
と
し
て
日
本
語
の
中
に
定
着
し
つ
つ
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

と
は
、「
地
球
化
」、「
世
界
化
」
な
ど
と
訳
さ
れ
、
ヒ
ト
、
カ
ネ
、
モ
ノ
、
情
報
が
、
国
境
を
越
え
て
地
球
規
模
で
移
動
し
、
様
々
な
関
係
を
生
み
出
す
さ
ま
を
い
う
。
一
方
、
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
は
、
年
齢
、
性
別
、
人
種
、
国
籍
、
宗
教
、
性
的
指
向
な
ど
の
生
物
的
、
文
化
的
多
様
性
を
表
す
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
に
よ
っ
て
引

き
起
こ
さ
れ
た
諸
々
の
現
象
は
、
今
や
私
た
ち
の
日
常
生
活
の
至
る
と
こ
ろ
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
様
々
な
問
題
を
提
示
し
て
い
る
。 

（ 

あ 

）、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
ヒ
ト
の
移
動
と
い
う
観
点
か
ら
見
て
み
よ
う
。
年
末
や
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
な
ど
の
長
期
の
休
み
に
は
、
日
本
か
ら
出
国
し
た
人

の
数
が
ニ
ュ
ー
ス
に
な
る
。
例
え
ば
、
二
〇
一
九
年
一
月
か
ら
九
月
ま
で
に
、
日
本
か
ら
他
の
国
へ
出
国
し
た
人
数
は
前
年
度
よ
り
七
・
四
％
増
え
て
一
七
五
万
人
、
つ
ま
り
一

年
間
に
二
〇
〇
万
人
近
い
人
々
が
国
境
を
越
え
て
海
外
へ
出
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
年
末
や
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
よ
う
な
（
１
）
休
暇 

を
利
用
し
て
、
比
較
的
短
期

間
海
外
へ
と
出
て
行
く
移
動
で
は
な
く
、
長
期
間
海
外
に
滞
在
す
る
在
外
邦
人
の
数
も
年
々
増
加
し
、
約
一
三
五
万
人
に
上
る
。 

日
本
に
外
国
か
ら
人
が
入
る
こ
と
を
、
最
近
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
呼
ぶ
。
こ
ち
ら
は
、
海
外
か
ら
日
本
を
訪
れ
る
旅
行
者
を
指
す
こ
と
が
多
い
が
、
こ
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者

も
ヒ
ト
の
移
動
で
あ
る
と
同
時
に
日
本
に
経
済
効
果
を
も
た
ら
す
カ
ネ
の
移
動
で
も
あ
る
。
観
光
目
的
で
は
な
い
も
う
一
つ
の
ヒ
ト
の
移
動
は
、
仕
事
を
求
め
て
日
本
に
来
る
外

国
人
だ
。
こ
こ
一
～
二
年
の
間
に
、
都
内
で
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
働
く
外
国
人
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
日
本
人
の
店
員
の
方
が
む
し
ろ
珍
し
い
く
ら
い
の
地
域
も
あ

る
。
二
四
時
間
、
ほ
し
い
も
の
が
い
つ
で
も
手
に
入
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
営
業
も
い
ま
や
外
国
人
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
、
人
手
不
足
は
深
刻
だ
。
他
に
も

見
え
な
い
と
こ
ろ
で
、
外
国
人
の
労
働
力
な
し
に
は
産
業
が
成
り
立
た
な
い
分
野
が
多
く
あ
る
。 

（ 

い 

）、
な
ぜ
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
。
人
手
不
足
の
根
本
的
な
要
因
は
、
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
に
代
表
さ
れ
る
日
本
国
内
の
問
題
で
あ
る
こ
と



2 

 

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
「
日
本
の
地
域
別
将
来
推
計
人
口
」（
平
成
二
四
年
）
に
よ
れ
ば
、
二
〇
二
〇
年
代
に
は
六
六
〇
万
人
、
二
〇
三
〇

年
代
に
は
八
三
〇
万
人
、
二
〇
四
〇
年
代
に
は
九
二
〇
万
人
の
人
口
減
少
が
予
測
さ
れ
て
お
り
、
加
速
度
的
に
人
口
が
減
少
す
る
可
能
性
が
あ
る
（
注
１
）
。
人
口
減
少
は
単
に
日

本
の
総
人
口
が
減
少
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
の
人
口
構
造
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
日
本
の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
、
す
で
に
少
子
高
齢
化
に
よ
り
若
者
に
較
べ
高
齢
者
が

多
い
逆
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
加
速
度
的
な
人
口
減
少
に
よ
り
、
若
者
の
減
少
と
高
齢
者
の
急
増
と
い
う
人
口
構
造
の
変
化
が
進
む
と
、
経
済
や
福
祉
、
医
療
、
教

育
分
野
な
ど
の
根
幹
が
崩
れ
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
人
口
に
占
め
る
世
代
の
割
合
の
い
び
つ
さ
は
地
方
に
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、

人
口
減
少
に
ど
う
歯
止
め
を
か
け
る
か
は
日
本
の
将
来
に
と
っ
て
（
ア
）
き
っ
き
ん 

の
課
題
で
あ
る
と
言
え
る
。 

令
和
元
年
、
日
本
の
将
来
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
の
あ
る
法
律
が
二
つ
制
定
さ
れ
た
。
ひ
と
つ
は
、
二
〇
一
九
年
四
月
に
施
行
さ
れ
た
新
た
な
外
国
人
人
材
の
受
け

入
れ
を
推
進
す
る
法
律
だ
。「
改
正
入
国
管
理
法
（
改
正
入
管
法
）」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
日
本
人
の
労
働
力
が
不
足
す
る
農
業
、
漁
業
、
飲
食
料
品
製
造
、
外
食
等
の
分
野
で
、

今
後
五
年
間
に
三
四
万
五
千
人
の
外
国
人
労
働
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
法
律
で
あ
る
（
注
２
）
。
こ
れ
ま
で
も
技
能
実
習
生
と
い
う
形
で
人
手
の
足
り
な
い
分
野
で

外
国
人
の
就
労
を
認
め
て
き
た
。
こ
の
制
度
自
体
が
う
ま
く
機
能
し
て
い
た
か
ど
う
か
の
検
証
も
十
分
に
な
さ
れ
な
い
ま
ま
、
今
度
は
本
格
的
に
外
国
人
労
働
者
を
受
け
入
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。
農
業
、
林
業
、
水
産
業
な
ど
の
第
一
次
産
業
か
ら
、
介
護
な
ど
の
医
療
、
ビ
ル
清
掃
や
空
港
の
仕
事
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
業
を
中
心
と
し
た
第
三
次
産
業
ま

で
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た
一
四
業
種
を
対
象
に
「
特
定
技
能
一
号
」
と
い
う
在
留
資
格
（
就
労
ビ
ザ
）
を
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
ビ
ザ
は
最
長
五
年
ま
で
の
延
長
が
可

能
と
な
り
、
そ
の
先
に
は
「
特
定
技
能
二
号
」
と
い
う
ビ
ザ
が
あ
り
、
技
能
的
に
優
れ
た
人
に
は
家
族
帯
同
が
可
能
に
な
る
と
い
う
も
の
だ
。
こ
れ
ま
で
と
の
違
い
は
、
外
国
人

労
働
者
の
日
本
で
の
生
活
支
援
に
つ
い
て
も
国
主
導
で
行
う
点
で
あ
る
。 

も
う
ひ
と
つ
は
、
二
〇
一
九
年
六
月
に
施
行
さ
れ
た
「
日
本
語
教
育
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
で
あ
る
。
こ
の
「
日
本
語
教
育
推
進
法
」
が
施
行
さ
れ
る
に
至
っ
た
背
景
に
は
、

外
国
人
受
け
入
れ
の
拡
大
に
伴
い
日
本
で
暮
ら
す
外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
育
に
つ
い
て
も
同
時
に
考
え
る
べ
き
だ
、
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
法
律
が
制
定
さ
れ
た
目

的
に
つ
い
て
、
文
化
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。（
注
３
） 
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こ
の
法
律
は
、
日
本
語
教
育
の
推
進
が
、
我
が
国
に
居
住
す
る
外
国
人
が
日
常
生
活
お
よ
び
社
会
生
活
を
国
民
と
共
に
（
イ
） 

え
ん
か
つ 

に
営
む
こ
と
が
で
き
る
環
境

の
整
備
に
資
す
る
と
と
も
に
、
我
が
国
に
対
す
る
諸
外
国
の
理
解
と
関
心
を
深
め
る
上
で
重
要
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
日
本
語
教
育
の
推
進
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定

め
、
並
び
に
国
、
地
方
公
共
団
体
及
び
事
業
主
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
基
本
方
針
の
策
定
そ
の
他
日
本
語
教
育
の
推
進
に
関
す
る
施
策
の
基
本
と
な
る
事

項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
語
教
育
の
推
進
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
効
果
的
に
推
進
し
、
も
っ
て
多
様
な
文
化
を
尊
重
し
た
活
力
あ
る
共
生
社
会
の
実
現
に

資
す
る
と
と
も
に
、
諸
外
国
と
の
交
流
の
促
進
並
び
に
友
好
関
係
の
維
持
及
び
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
こ
と
。 

 
 

 

日
本
で
難
民
及
び
出
入
国
管
理
法
（
入
管
法
）
が
改
正
さ
れ
た
の
は
、
一
九
九
〇
年
以
来
お
よ
そ
三
〇
年
ぶ
り
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年
の
入
管
法
改
正
で
は
、
日
系
三
世
と
そ

の
配
偶
者
等
に
対
し
就
労
制
限
の
な
い
在
留
資
格
を
与
え
る
こ
と
で
、
バ
ブ
ル
期
の
労
働
力
不
足
を
補
っ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
、
① 

日
本
政
府
は
移
民
政
策
に
対
し
て
非
常
に

慎
重
な
姿
勢
を
と
り
、「
移
民
」
と
い
う
言
葉
の
使
用
を
避
け
、
彼
ら
に
対
し
て
も
「
定
住
外
国
人
」
と
い
う
言
葉
を
使
用
し
て
き
た 

の
だ
。
し
か
し
、「
国
内
に
一
年
以
上
滞
在

す
る
外
国
人
」
は
国
際
的
な
尺
度
で
は
「
移
民
」
と
さ
れ
る
。
日
本
政
府
が
「
移
民
」
と
い
う
こ
と
ば
を
避
け
よ
う
と
す
る
意
図
に
反
し
、
日
本
へ
の
流
入
外
国
人
数
は
、
経
済

協
力
開
発
機
構
（O

E
C

D

）
加
盟
国
中
第
五
位
（
二
〇
一
四
年
）
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
（
注
４
）
。 

「
定
住
外
国
人
」
と
い
う
（
２
）
恣
意
的 

な
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
ま
ま
、
既
に
四
半
世
紀
が
過
ぎ
、
日
本
で
生
ま
れ
た
子
ど
も
た
ち
が
新
た
な
家
族
を
持
つ
時
代
に
な
り
つ
つ
あ

る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
日
本
は
既
に
日
系
人
や
一
部
難
民
の
受
け
入
れ
に
対
し
、
あ
る
程
度
の
歴
史
と
社
会
統
合
の
経
験
を
持
つ
と
も
い
え
る
。
し
か
し
、
二
〇
一
九
年
以

前
は
、
定
住
外
国
人
に
対
す
る
日
本
語
教
育
に
つ
い
て
は
、
自
治
体
や
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
依
存
す
る
形
で
行
な
う
だ
け
だ
っ
た
。
ま
た
、
日
本
で
生
ま
れ
た
子
ど
も

た
ち
や
親
に
帯
同
し
て
渡
日
し
た
学
齢
期
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
日
本
語
教
育
に
も
つ
い
最
近
ま
で
、
対
処
的
な
も
の
に
な
り
が
ち
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
過
去
の
経
緯
か
ら
す

る
と
、
今
回
の
改
正
入
管
法
と
同
時
に
日
本
語
教
育
推
進
法
が
施
行
さ
れ
た
と
い
う
点
は
評
価
で
き
る
の
か
も
し
れ
な
い
。  

（
Ａ
）「
我
々
は
労
働
力
を
呼
ん
だ
。
だ
が
や
っ
て
き
た
の
は
人
間
だ
っ
た
」
と
は
、
五
〇
年
以
上
前
の
ス
イ
ス
の
作
家
マ
ッ
ク
ス
・
フ
リ
ッ
シ
ュ
の
言
葉
だ
そ
う
だ
（
注
５
）
。
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ス
イ
ス
は
現
在
外
国
人
比
率
が
四
分
の
一
と
非
常
に
高
い
が
、
外
国
人
と
の
共
生
が
う
ま
く
で
き
て
い
る
国
で
あ
る
と
言
え
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
ま
も
な
く
、
労
働
力
不
足

に
陥
っ
た
ス
イ
ス
は
イ
タ
リ
ア
な
ど
か
ら
労
働
者
を
受
け
入
れ
た
が
、
彼
ら
は
、
独
自
の
言
語
や
文
化
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
ス
イ
ス
に
持
ち
込
ん
だ
た
め
、
様
々
な
意
味
で

ホ
ス
ト
国
の
文
化
や
社
会
に
影
響
を
与
え
る
結
果
と
な
っ
た
。
人
の
移
動
は
、
多
く
の
場
合
長
期
化
し
、
実
質
的
に
は
定
住
化
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
ホ
ス
ト
国
で
次
世
代
が

誕
生
す
る
と
、
当
初
は
帰
国
を
前
提
と
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
う
は
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
。
日
本
は
多
様
な
背
景
を
持
つ
、
文
字
通
り
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
持
っ
た
人
々

と
共
生
し
て
い
く
こ
と
に
、
こ
れ
か
ら
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
。 

（ 

う 

）、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
と
共
に
多
様
な
人
々
と
の
共
生
に
取
り
組
ん
で
き
た
地
域
も
あ
る
。
二
〇
〇
一
年
、
先
の
入
管
法
改
正
か
ら
十
年
後
、
浜
松
で
「
外
国
人
集

住
都
市
会
議
」
が
開
催
さ
れ
た
。
会
議
に
は
一
三
都
市
が
加
盟
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
十
三
都
市
が
所
在
す
る
の
は
、
愛
知
県
、
岐
阜
県
、
静
岡
県
、
長
野
県
、
埼
玉
県
の
六

県
に
留
ま
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
他
の
県
で
は
外
国
人
と
い
え
ば
、
留
学
生
、
技
術
研
修
生
な
ど
が
中
心
で
、「
定
住
外
国
人
」
と
言
わ
れ
る
人
々
の
数
は
少
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
改
正
入
管
法
は
地
方
の
人
手
不
足
を
補
う
役
割
が
む
し
ろ
大
き
い
こ
と
か
ら
、
今
後
地
方
都
市
に
お
い
て
外
国
人
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
治
体
が
新

た
な
局
面
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
果
た
し
て
大
丈
夫
な
の
だ
ろ
う
か
。
外
国
人
集
住
都
市
会
議
に
参
加
す
る
自
治
体
は
独
自
に
多
文
化
共
生
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
二
〇
一

九
年
十
二
月
に
上
田
市
で
開
催
さ
れ
た
会
議
で
ま
と
め
ら
れ
た
「
う
え
だ
宣
言
」
で
は
、
は
じ
め
て
外
国
人
の
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
日
本
語
教
育
環
境
の
強
化
が
謳
わ
れ
、「
子

ど
も
へ
の
教
育
を
地
方
自
治
体
と
国
が
責
務
と
し
て
負
い
、
教
育
機
関
・
保
護
者
と
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
む
こ
と
」
や
、「
国
籍
や
年
齢
に
よ
ら
ず
、
す
べ
て
の
子
ど
も
に
教
育

へ
の
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
」
を
義
務
と
す
る
、「
日
本
語
や
母
語
に
対
す
る
学
習
へ
の
支
援
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
教
育
へ
の
権
利
が
公
平
に
保
障
さ
れ
る
」
等
の
文
言
が
組
み

込
ま
れ
た
（
注
６
）
。
こ
の
宣
言
は
、
日
本
で
育
つ
次
世
代
の
教
育
を
保
障
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
行
政
機
関
が
共
通
の
認
識
を
持
っ
た
点
で
画
期
的
と
も
言
え
る
。
移
民
次
世
代

の
社
会
統
合
は
多
文
化
共
生
を
進
め
る
日
本
の
将
来
に
と
っ
て
、
大
き
な
（ 

ａ 

）
を
秘
め
た
事
柄
で
あ
る
か
ら
だ
。 

（ 

え 

）、
外
国
人
労
働
者
を
受
け
入
れ
て
き
た
の
は
日
本
だ
け
で
は
な
い
。
海
外
に
目
を
向
け
る
と
、
移
民
を
数
多
く
受
け
入
れ
て
き
た
国
々
が
あ
る
。
例
え
ば
、
ド
イ
ツ

は
日
本
と
同
様
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
（
ウ
）
き
ょ
う
い
て
き 

な
速
さ
で
（
エ
） 

ふ
っ
こ
う 

を
果
た
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
の
経
済
発
展
に
は
外
国
人
移
民
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も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
ド
イ
ツ
で
は
、
五
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
ま
で
、
ト
ル
コ
や
ギ
リ
シ
ア
、
イ
タ
リ
ア
等
か
ら
「
ゲ
ス
ト
ア
ル
バ
イ
タ
ー
」
と
い
う
外
国
人
労

働
者
を
受
け
入
れ
た
。
当
初
数
年
で
帰
国
す
る
と
考
え
て
い
た
も
の
が
、
多
く
は
ド
イ
ツ
に
定
住
す
る
こ
と
に
な
り
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
は
人
口
の
一
割
を
外
国
人
が
占
め
る
ま

で
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ド
イ
ツ
も
日
本
と
同
様
、
ド
イ
ツ
生
ま
れ
の
外
国
人
に
国
籍
を
付
与
す
る
こ
と
な
く
、「
ド
イ
ツ
は
移
民
国
家
で
は
な
い
」
と
い
う
立
場
を
長

年
と
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
後
、
一
九
世
紀
以
来
の
血
統
主
義
の
国
籍
法
を
廃
止
し
、
ド
イ
ツ
生
ま
れ
の
外
国
人
の
子
ど
も
に
ド
イ
ツ
国
籍
を
認
め
る
新
国

籍
法
を
成
立
さ
せ
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
な
っ
て
移
民
と
ド
イ
ツ
人
の
間
の
分
断
が
問
題
に
な
り
、
移
民
法
を
見
直
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
ド
イ
ツ
に
住
む
移
民

に
対
し
て
一
定
の
ド
イ
ツ
語
力
を
要
求
し
、
そ
の
た
め
の
ド
イ
ツ
語
学
習
の
機
会
を
国
が
提
供
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
政
策
は
必
ず
し
も
成
功
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
な
ぜ

な
ら
、
既
に
、
居
住
区
の
棲
み
分
け
が
進
み
、
生
活
に
ド
イ
ツ
語
の
必
要
が
な
い
地
域
に
住
ん
で
い
る
成
人
の
あ
い
だ
で
は
、
い
ま
さ
ら
ド
イ
ツ
語
を
学
ぼ
う
と
す
る
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
は
低
く
、
コ
ー
ス
を
修
了
で
き
る
人
の
割
合
が
期
待
し
た
ほ
ど
に
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
メ
ル
ケ
ル
首
相
が
「
統
合
の
失
敗
」
に
言
及
す
る
と
い
う
一
幕
も
あ
り
、

現
在
も
ド
イ
ツ
は
社
会
統
合
を
（
３
）
模
索 

し
て
い
る
。 

他
に
も
、
外
国
人
の
力
を
積
極
的
に
活
用
す
る
政
策
を
と
っ
て
き
た
国
が
あ
る
。
南
半
球
に
位
置
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
い
う
国
を
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
日
本
人
が
訪
れ

た
い
国
の
上
位
に
上
る
こ
と
も
多
く
、
豊
か
な
自
然
や
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
国
民
性
で
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
一
九
世
紀
末
ま
で
「
白
豪
主
義
」
を
取

り
、
有
色
人
種
に
対
す
る
顕
著
な
差
別
が
存
在
し
た
。
そ
の
後
、
先
住
民
や
移
住
者
な
ど
多
様
な
文
化
を
持
つ
住
民
と
の
共
生
を
目
指
す
政
策
に
切
り
替
え
た
。「
多
文
化
主
義
」

へ
の
（
オ
）
て
ん
か
ん 

は
、
人
道
的
な
目
的
か
ら
と
い
う
よ
り
は
、
国
の
経
済
発
展
の
た
め
に
、
人
口
を
増
や
す
こ
と
が
持
続
可
能
な
発
展
に
と
っ
て
（
４
）
必
須 

で
あ
る
と

考
え
て
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
労
働
力
と
し
て
移
民
を
受
け
入
れ
た
だ
け
で
は
、
民
族
間
の
分
断
は
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
元
々
い
た
オ
ー
ル
ド
カ
マ
ー
と
新
た

に
移
民
し
て
き
た
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
の
間
に
新
た
な
階
層
差
を
生
ん
で
い
く
可
能
性
も
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
生
地
主
義
を
取
っ
て
お
り
、
国
内
で
生
ま
れ
た
人
々
に
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
国
籍
が
自
動
的
に
与
え
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
次
世
代
を
い
か
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
に
統
合
し
て
い
く
か
は
、
国
の
将
来
に
と
っ
て
最
重
要
課
題
の
ひ
と
つ

と
な
る
。
そ
こ
で
力
を
入
れ
た
の
は
、
移
住
者
の
子
ど
も
に
対
し
て
英
語
の
支
援
を
行
う
教
育
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
教
育
を
受
け
る
す
べ
て
の
子
ど
も
を
対
象
に
し
た
多
文
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化
教
育
で
あ
る
。 

（ 
お 

）、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
は
、
外
交
上
あ
る
い
は
経
済
上
の
実
利
を
目
的
と
し
て
、
英
語
以
外
の
言
語
の
教
育
に
力
を
い
れ
、
外
国
語
教

育
の
必
修
化
を
中
等
教
育
か
ら
初
等
教
育
へ
広
げ
た
（
注
７
）
。
日
本
語
は
、
日
本
か
ら
の
観
光
客
が
多
い
こ
と
な
ど
か
ら
重
要
視
さ
れ
、
学
習
が
奨
励
さ
れ
た
た
め
に
九
〇
年
代

に
は
日
本
語
教
育
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
た
。
自
国
の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で
公
用
語
以
外
の
言
語
を
必
修
と
す
る
国
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
そ
れ
を
必
修
と
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
は
外
国
語
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る
珍
し
い
国
と
い
え
る
。
日
本
語
は
、
中
国
語
、
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
、
韓
国
語
と
共
に
学
ぶ
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
お
り
、

ア
ジ
ア
の
文
化
や
ア
ジ
ア
の
言
語
を
よ
く
知
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
学
齢
期
の
子
ど
も
の
多
く
が
他
の
言
語
や
文
化
を
学
ぶ
機
会
が

あ
る
こ
と
は
、
二
つ
の
点
で
重
要
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
に
と
っ
て
、
英
語
以
外
の
言
語
を
学
ぶ
こ
と
は
、
言
語
を
通
し
て
他
の
文
化
を
学
ぶ
こ
と
に
も
な
る
。
子
ど
も

の
時
期
に
外
国
語
に
接
す
る
こ
と
で
他
者
に
対
す
る
客
観
的
な
態
度
や
他
の
文
化
を
尊
重
す
る
心
が
育
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

自
分
の
ル
ー
ツ
と
か
か
わ
る
言
語
や
文
化
を
学
ぶ
機
会
が
あ
る
こ
と
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
確
立
の
た
め
に
も
重
要
で
あ
る
。 

通
常
、
移
民
の
子
ど
も
は
、
英
語
が
公
用
語
の
国
に
移
住
す
る
と
母
語
離
れ
が
急
速
に
進
み
、
英
語
し
か
話
せ
な
く
な
っ
て
い
く
。
移
民
第
一
世
代
の
親
た
ち
は
生
涯
、
英
語

が
（
５
）
流
暢 

に
な
る
こ
と
は
少
な
い
た
め
、
家
庭
で
は
親
の
言
語
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
は
学
校
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
英
語
を
使
う
た
め
、

徐
々
に
家
庭
言
語
で
あ
る
母
語
の
能
力
が
弱
く
な
り
喪
失
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
母
語
を
失
う
こ
と
は
親
と
の
共
通
の
言
語
を
失
う
こ
と
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
ま
た
、

認
知
的
な
発
達
に
も
影
響
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
母
語
を
失
う
こ
と
で
自
分
の
所
属
す
る
民
族
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
愛
着
を
持
つ
こ
と
が
難
し
く
な
る
可
能

性
が
あ
る
が
、
そ
の
場
合
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
揺
れ
、
自
己
肯
定
観
や
自
尊
感
情
を
育
て
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
。
移
民
二
世
ま
で
が
社
会
で
成
功
す
る
に
は
不
利
な
こ
と
が

様
々
あ
る
の
も
事
実
で
、
い
か
に
し
て
次
世
代
を
社
会
の
一
員
と
し
て
育
て
て
い
く
か
は
国
の
将
来
に
も
大
き
な
影
響
が
あ
る
。 

移
民
の
子
弟
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
両
方
の
教
育
に
力
を
入
れ
て
き
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
多
文
化
主
義
政
策
は
、
今
の
と
こ
ろ
成
功
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
さ
て
、 

（
Ｂ
） 

日
本
は
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
外
国
人
と
共
生
し
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
外
国
人
と
の
共
生
は
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
。
い
ま
だ
に
単
一
民
族
国
家
と
い
う
国
家
像
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を
捨
て
き
れ
な
い
日
本
で
、
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
こ
と
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
実
に
向
き
あ
い
、
他
国
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。 

 
注
１ 

 
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
「
日
本
の
地
域
別
将
来
推
計
人
口 

(

平
成
二
四
年
一
月)

（h
ttp

://w
w

w
.jp

ss.g
o.jp

二
〇
一
九
年
十
月
三
日
参
照
）。 

注
２ 

若
松
絵
里
、「
改
正
入
管
法 

新
在
留
資
格
『
特
定
技
能
』
の
ポ
イ
ン
ト
と
実
務
」（h
ttp

://w
w

w
.e

riw
-o

ffice
.com

二
〇
二
〇
年
一
月
十
日
参
照
）。  

注
３ 

文
化
庁
「
日
本
語
教
育
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
つ
い
て (

通
知)

」（h
ttp

://w
w

w
.b

u
n

k
a
.g

o
.jp

 

二
〇
二
〇
年
一
月
十
日
参
照
）。 

注
４ 

西
日
本
新
聞
社(
編)
『
新
移
民
時
代
―
外
国
人
労
働
者
と
と
も
に
生
き
る
社
会
へ
』(

二
〇
一
七) 

明
石
書
店
。 

注
５ 

朝
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
「
外
国
人
労
働
者 

『
人
』
と
し
て
受
け
入
れ
よ
う
」
二
〇
一
八
年
十
月
二
九
日
版
社
説
（h

ttp
://w

w
w

.a
sa

h
i.com

 

二
〇
二
〇
年
一
月
十
日
参
照
）。 

注
６ 

 

日
本
語
教
育
推
進
法
に
関
す
る
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ムin

か
な
が
わ
「『
子
ど
も
』
の
視
点
か
ら
考
え
る
『
日
本
語
教
育
の
推
進
に
関
す
る
国
の
基
本
方
針
』
へ
の
十
の
提
言
」（
二
〇
一
九
）
東
海 

大
学
。 

 
 

注
７ 

国
際
交
流
基
金
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
二
〇
一
四
年
度 

に
ほ
ん
ご
教
育 

国
・
地
域
情
報
」（h

ttp
://w

w
w

.jp
f.g

o
.jp

 

二
〇
一
九
年
十
月
三
日
参
照
）。 

  

問
一 

 

傍
線
部
（
１
）
か
ら
（
５
）
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。（
配
点
各
一
点
） 

 問
二 

 

傍
線
部
（
ア
）
か
ら
（
オ
）
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。（
配
点
各
一
点
） 

 

問
三 

 

（
あ
）
か
ら
（
お
）
に
入
る
語
と
し
て
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
そ
の
記
号
を
記
し
な
さ
い
。
な
お
、
同
じ
語
が
二
度
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
も
の
と 

す
る
。（
配
点
各
一
点
） 

 

http://www.eriw-office.com/
http://www.asahi.com/
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Ａ
．
一
方 

Ｂ
．
と
こ
ろ
で 

Ｃ
．
ま
ず 

Ｄ
．
そ
れ
で
は 

Ｅ
．
さ
ら
に 

 

問
四 

 

次
の
選
択
肢
の
う
ち
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
な
い
と
筆
者
が
考
え
て
い
る
事
柄
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
記
号
を
記
し
な
さ
い
。 

（
配
点
五
点
） 

Ａ
．
日
本
語
教
育
の
推
進 

Ｂ
．
外
国
人
労
働
者
の
増
加 

Ｃ
．
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化 

Ｄ
．
海
外
移
住
や
海
外
旅
行 

 問
五 

 

傍
線
部 

① 

日
本
政
府
は
移
民
政
策
に
対
し
て
非
常
に
慎
重
な
姿
勢
を
と
り
、「
移
民
」
と
い
う
言
葉
の
使
用
を
避
け
、
彼
ら
に
対
し
て
も
「
定
住
外
国
人
」
と
い
う

言
葉
を
使
用
し
て
き
た 

こ
と
に
つ
い
て
、
筆
者
が
特
に
批
判
的
な
意
見
を
抱
い
て
い
る
事
柄
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
記
号
を
記
し
な
さ
い
。（
配
点
五
点
） 

 

Ａ
．
日
本
政
府
が
定
住
者
を
移
民
と
認
め
ず
、
現
実
と
乖
離
し
た
政
策
を
と
り
つ
づ
け
る
こ
と
。 
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Ｂ
．
国
際
的
な
尺
度
に
従
わ
ず
、
日
本
独
自
の
名
称
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
。 

Ｃ
．
日
本
で
生
ま
れ
た
外
国
に
つ
な
が
る
子
ど
も
達
に
日
本
国
籍
を
与
え
な
い
こ
と
。 

Ｄ
．
日
本
語
教
育
推
進
法
を
入
管
法
の
改
正
に
あ
わ
せ
て
施
行
し
た
こ
と
。 

 問
六 

 

（ 

ａ 

）
に
入
る
言
葉
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
記
号
を
記
し
な
さ
い
。（
配
点
五
点
） 

 

Ａ
．
試
練 

Ｂ
．
困
難 

Ｃ
．
危
険 

Ｄ
．
可
能
性 

 
 

問
七 

 

傍
線
部
（
Ａ
） 

我
々
は
労
働
力
を
呼
ん
だ
。
だ
が
や
っ
て
き
た
の
は
人
間
だ
っ
た 

と
は
、
ど
う
い
う
意
味
か
、
本
文
の
内
容
を
ふ
ま
え
て
、
六
〇
〜
七
〇
字
で 

ま
と
め
な
さ
い
。（
配
点
五
点
） 

 

問
八 

 

傍
線
部
（
Ｂ
） 

日
本
は
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
外
国
人
と
共
生
し
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か 

に
つ
い
て
、
ま
ず
、（
１
）
ド
イ
ツ
の
移
民
政
策
の
変
遷
に
つ
い
て
、
六

〇
〜
七
〇
字
で
説
明
し
な
さ
い
。
次
に
（
２
）
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ド
イ
ツ
の
移
民
政
策
の
違
い
に
つ
い
て
、
六
〇
〜
七
〇
字
で
説
明
し
な
さ
い
。
最
後
に
、（
３
）

外
国
人
労
働
者
受
け
入
れ
に
対
す
る
あ
な
た
の
考
え
を
多
文
化
共
生
の
観
点
か
ら
、
六
〇
〜
七
〇
字
で
述
べ
な
さ
い
。（
配
点
十
五
点
） 


